
はじめに

　学校Webサイトによる情報公開・情報発信は、

「より広い地域へ」「リアルタイムな情報を」「双

方向で」といったメリットをもち、学校における

教育活動や地域の特色ある情報を発信することに

よって、地域や家庭との情報交換を一層活発にす

ることも期待できる。しかし、教職員の校務は繁

忙であることやWebサイト作成に関するスキル不

足などにより、学校Webサイトが未開設であった

り、学校Webサイトが開設されていても情報更新

が滞ったりしている学校も少なくない。

　本市においても、同様な状況があり、平成19

年４月現在、市内全小中学校の約９割が学校Web

サイトを開設しているものの、頻繁に更新し、保

護者等に積極的に情報を公開している学校は少な

く、約３割の学校はほとんど更新が行われていな

い状況であった。

　このような状況を改善するため、佐野市教育セ

ンターでは、平成19年度、学校Webサイト運用上

の課題を探り、次世代の学校Webサイトの在り方

について、栃木県総合教育センターと連携を図り、

研究を推進した。

　「Netcommons」（国立情報学研究所開発）を利

用し、児童・生徒のプライバシーを守りながら、

保護者や地域社会などに「開かれた学校」に相応

した学校Webサイトのモデルを作成し、その効果

の検証を行ってきた成果を報告する。

システムの構築から学校での運用に備えて

⑴　システム構築

　本市においては、セキュリティ上の問題から現

在、行政のネットワークサーバーにシステムを組

み入れず、民間のレンタルサーバーを利用してい

る。平成19年６月に栃木県総合教育センターの

協力により、市内全小中学校（38校）分のシス

テムを構築した。

　なお、システムを一括管理する目的から、FTP

アカウントは各小中学校には発行せず、サーバー

については教育センターで管理している。教育セ

ンターにてシステムの一括管理を行うことにより、

システムのアップロード、迷惑メール対策のCGI

の利用等、学校に代わって行うことができるとと

もに、市内の小中学校（38校）で共通した運用

を行うことができるようになっている。

⑵　運用規定ならびにポリシーの作成と研修会の

実施

　市内小中学校の教員６名を委員として委嘱し、

調査研究委員会を組織した。委員会では、まず、

サーバーを含めシステム利用に関して「schoolnet-

sanoシステム」運用規定を作成した。

　次に、各学校で学校Webサイトを作成する上で

の留意事項等について「学校Webサイト作成に関

するポリシー」を作成した。現在本市では、シス

テムの運用と学校Webサイト作成についてはこの

規定ならびにポリシーに基づくよう共通理解を図

っている。

　なお、本委員会の委員に対して平成19年８月

に、栃木県総合教育センターから講師を招聘し、

システム利用に関しての研修会を行った（写真）。

写真・講師を招聘しての調査研究委員会研修会
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学校での運用

　学校Webサイトの効果的な運用を図るためには、

定期的な更新を含め、さまざまな課題がある。シ

ステム利用研修会後、調査研究委員６名の所属す

る小中学校で、学校Webサイト運用上の課題解決

に向けた取り組みをそれぞれ行った。本市におい

ては、平成19年度末にこれらの学校での取り組

み（成果）をまとめ、マニュアル化し、現在、市

内全小中学校での学校Webサイト運用で利用して

いる。以下、大規模校（中学校等）での運用例と

小学校（小規模校）での運用例を紹介する。

⑴　大規模校（佐野市立南中学校）での運用例

①学校Webサイト設計（一部省略）

　従来運用されていたソフトウェアを使った学校

Webサイトでは、更新に手間がかかる等の理由か

らあまり更新がなされていなかった。まず、本校

ではシステムの特徴を生かし、更新をメインとし

た新しい学校Webサイトを立ち上げることにした。

情報教育担当者・学校Webサイト運営担当者等が

話し合い、システムの基本フレームを基に、学校

生活の様子について、随時更新し最新の情報を提

供していくページと、年１回程度更新すればよい

学校紹介等のページをだれでも閲覧できるページ

（トップページ）とし、生徒氏名の載っている各

種たより等については、IDとパスワードを入力

しないと閲覧できないページ（グループルーム）

で情報の提供を行うことにした。

ア）随時更新していくページ

○�南中NEWS【日誌モジュール】（カテゴリー：

お知らせ、今日の出来事、第１学年、第２学年、

第３学年、生徒会活動、部活動）

○行事予定【カレンダーモジュール】

○�各種たより【グループルーム「南中コミュニテ

ィ」】学校通信「南十字星」、１学年だより「虹」、

２学年だより「みなみかぜ」、３学年だより「か

けはし」、生徒指導だより「紙風船」等

イ）年１回程度更新するページ

○学校基本情報（所在地等）【お知らせモジュール】

○�学校概要（学校紹介）【お知らせモジュール】（カ

テゴリー：校長あいさつ、学校教育目標、学校

像、生徒像、生徒の指標、生徒数・学級数・職

員数）等

②職員への共通理解

　従来の学校Webサイトが担当者に任されていた

点を反省し、学校組織として運営を進めることと

した。以下の点について、現職教育の時間等を利

用し、職員に共通理解を図った。

ア）Webサイト作成に関するポリシーについて

　佐野市教育センターで作成された「学校Webサ

イト作成に関するポリシー（規定）」を基に、学

校としてのポリシーを作成し、共通理解を図っ�

た。

イ）運用に関する組織及び運用規定の作成

　運用に関する組織は、従来の学校Webサイトに

関係していた職員だけでなく、それぞれの校務分

掌担当者が随時更新し、学校長が「管理者」にな

り承認することで公開されるようにした。運用規

定に関しては、佐野市教育センターで作成された

『「schoolnet-sanoシステム」運用規定』に基づい

ハンドル ID パスワード 会員氏名

会員権限
管理者 トップＰ管理 主担 一般 ゲスト

作成・編集・
承認権有 トップＰ編集

モジュール
追加・記事
書込権限有

閲覧・Mypage
参加権限 閲覧権限有

学校長 管理者
教頭 トップＰ管理
進路指導 トップＰ管理
２年１組 一般
２年３組 一般
教務主任 トップＰ管理
１年５組 一般
２年６組 一般
２年副担 一般

資料１・運用組織と権限



て運用することとした（資料１）。

ウ）保護者への通知

　サイトの新規開設についてのお知らせ、サイト

に掲載する写真についての許諾等について検討し、

通知を作成・配付する。

③運用のポイント

　本校の場合、学校長が１日１回以上、本校Web

サイトを閲覧しており、新しい記事があればすぐ

承認している。また、学校長が出張等で不在のと

きでも、新しい記事の承認がスムーズにできるよ

うに対応法を検討した。現在は、記事投稿をCMS

のメール配信機能により、学校長の携帯電話に伝

え、迅速な対応が可能となっている。学校Webサ

イトを運用していく上で、管理職の理解・協力は

重要な運用のポイントの一つである。

⑵　小規模校（佐野市立山形小学校）での運用例

　本校は小規模校という特性を生かし、職員全員

が学校Webサイトの運用（ページ作成）に関わる

ことを基本としている。

①校務分掌による分担と記事の投稿

　職員の負担にならないように、校務分掌と結び

つくようなページデザインを検討した。また、ト

ップページには【日誌モジュール】と【お知らせ

モジュール】を数多く利用することで、更新等の

作業も容易に、継続的にできるようにした（資料

２）。

②グループルームの学級通信としての利用

　本校は、学年１学級（単学級）の学校であり、

学校Webサイトを保護者との連絡用として活用す

ることを考え、各学年（学級）のページをグルー

プルームに設定した。閲覧に必要なユーザー ID

とパスワードは、学年（学級）だよりに記載した

り保護者会で知らせたりして、各

学年の児童の保護者のみが閲覧で

きるようにした。ページ内容は、

二つの部分から構成されている。

一つは、「学年だより」（キャビネ

ットモジュールを利用）として学

年で配布した印刷物をPDFファ

イルで閲覧できるようにしている。

また、日誌モジュールを使い「学

級通信」を掲載している。ここで

は、保護者に伝えておきたいが、トップページの

山形小歳時記では紹介しにくい学年の出来事やお

知らせ、児童が連絡帳に書いたことなどを記載し、

保護者が家庭で確認できるような内容にしている。

保護者から「もっと学年や学級のことを詳しく知

らせてほしい」「学校Webサイト上に学級だより

を作ってほしい」等の要望もあり、このページの

運用を開始した。しかし、インターネットの環境

が整っていない家庭も多いので、学校で児童を通

して伝えたこと以外の情報は、記載しないよう各

学年で配慮している。また、携帯電話から本校の

Webサイトに接続し、このIDとパスワードを入力

することで、各日誌が閲覧できることも紹介した。

終わりに

　本市では現在このシステムを利用した学校Web

サイトの組織的な運用を市内全小中学校にお願い

している。学校Webサイトの充実により、数多く

の学校が、今以上に「開かれた、信頼される学校」

となることを期待したい。

　また、佐野市内の全教職員が、情報を発信する

上での配慮事項（個人情報、著作権、肖像権等の

保護）について理解を深めるとともに情報を発信

する楽しさを感じていただければ幸いである。

栃木県佐野市教育委員会教育センター

http://www.schoolnet-sano.jp/kyoiku-c/

大規模校の実践例：佐野市立南中学校

http://www.schoolnet-sano.jp/minami-j/

小規模校の実践例：佐野市立山形小学校

http://www.schoolnet-sano.jp/yamagata-e/

資料２・佐野市立山形小学校のホームページ


